
奈良県総合医療センター公開講座を開催いたしました 

  平成 27 年 2月 14 日（土）、奈良県文化会館（小ホール）にて、県民公開講座「からだにやさしいがん手術～知っていますか？最新治療～」を開催しました。当日は、地域の方々200 名余りにご来場いただき大盛況でした。 渡辺明彦集学的がん治療センター長を座長として、松原操（がん性疼痛看護認定看護師）による治療期の緩和ケアについて、松尾英城（消化器内科医長）による胃がんの内視鏡的治療、高済峯（外科部長）による肝胆膵系のがんに対する腹腔鏡手術、三馬省二（腎・尿路疾患センター長）による前立腺がんのロボット支援手術など最新治療についてお話がありました。  また、県民の皆様からも「経口と経鼻による内視鏡精度の違い」や「市町村が実施する胃検診車での検査と病院で受ける検査の精度の違い」、「ロボット手術における機器のメンテナンスについて」等、たくさんのご質問を頂き、がんに対する関心度の高さが伺えました。  
 

 

  

 


